
朝、「行きたくない」と言われたとき
2 学期に増える行きしぶりについて話す会　2026 年 9 月 19 日（土）

今日お話ししたこと

・理由を聞くより、「場面」を見る。前の夜、朝どこで止まるか、そのあと何が起きるか

・休ませるか行かせるかは、休み始めた理由によって変わる

・課題によっては、休養より動的なアプローチのほうが合うこともある

・家庭では、生活リズム／活動のレパートリー／外に出る練習から

・時間的な猶予があるなら、学校へは段階的に。成功体験を持てる形で

・毎日「行ける？」と聞くこと自体が、プレッシャーになっていることがある

・不登校の原因は、多くの場合は特定できない。子ども自身もわからなくなる

・支える側が消耗すると続かない。ご自身の生活も守ってください

メモ

えんの木という団体のこと

地域の安心とつながりのNPO　えんの木

地域の子育て支援を目的に活動しています。相談の場、学ぶ場、つながる場をつくることを大切にしています。

・カウンセリング（対面／オンライン）　・保護者向けの講座　・支援者向けの研修　・今日のような座談会

ホームページ　https://en-no-ki.website/

今後のイベント

こころのクセを理解する
── スキーマ療法から見る エリクソンの発達論 ──

「またやってしまった」と思うこと、ありませんか。いけないとわかっているのに、同じ場面で同じように反応してしまう。そ
れは性格や意志の問題ではなく、こころが生きのびるために身につけた「クセ」かもしれません。

エリクソンの発達段階とスキーマ療法を重ねながら、自分のなかで何が起きているのかを見つめる全 3 回の講座です。

・第 1 回　9 月 26 日（土）　こころのクセ＝スキーマとは何か

・第 2 回　10 月 10 日（土）　人生の八つの段階と、そこで育つこころのクセ

・第 3 回　10 月 24 日（土）　自分のなかの多様性と、こころの回復

各回 10:00〜11:30　オンライン開催

参加費　一般 10,000 円／えんの木会員 6,000 円／学生 3,000 円

※事前動画をご覧いただくと割引が受けられます　※講師：本田 陽彦（九州大学大学院博士課程）

お申し込み・詳細はえんの木ホームページから

個別のご相談について

お子さんの状況は一人ひとり違います。個別に相談したいことがあれば、えんの木でカウンセリングも行っています。オンラインでも

受けられます。

ennoki.daisuki@gmail.com　／　公認心理師　綱川 弘樹


